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ラグビーワールドカップから目が離せない。
筋骨隆々の男たちがぶつかり合う面白さに加
え、「紳士のスポーツ」と言われるように、試合終
了後は両陣が互いに健闘を称え、熱心なファン
も互いに尊敬の念を忘れないラグビーの精神
は、自国が勝っても負けても清々しい気持ちに
させてくれる。

試合終了を意味する「ノーサイド」という言葉
は、戦い終えたら同じ仲間だという精神に由来す
る。この精神こそ今の世の中に必要だと感じる。

「NOSAI」へのご意見・ご要望を
お寄せください

2019年

NOSAIおおいた広報紙「きらり」 11vol.29

①繁殖母牛200頭の飼育と水稲１ha、WCS９haを栽培
しています。

②健康ですくすく育った牛を見るのが嬉しいです。
③健康
④家族とショッピング。
⑤定期的に休みをとって、牛飼いをしていくこと。

①繁殖雌牛を28頭飼養しています。
②無事に元気な子牛が生まれてきた時はとても喜びを

感じます。また、そんな子牛が高値で売れた時もうれ
しいです。

③切磋琢磨
④海釣りです。
⑤繁殖雌牛50頭の飼養を目指しています。

①現在の仕事内容　②仕事での喜び　③好きな言葉　④休日の過ごし方　⑤将来の自分は？きらりわけえし

日田市石井町　黒川　達也さん（33）
くろかわ たつや

杵築市大田　長谷雄　一彦さん（37）
はせお かずひこ

ほっこり
大学いも
ほっこり
大学いも

秋の味覚秋の味覚

● 作り方
①一口大にさつまいもを切って水にさらしておいたものに片栗粉をつ

けて中火の油で揚げる。
②Ａの調味料を混ぜ合わせて、軽く沸騰させる。
③さつまいもが揚がったら油を切り②とからめる。
④黒ゴマをふったらできあがり。

● 材料（２人前）
 　さつまいも……… 300ｇ
　　 黒ゴマ …………… 少々

グラニュー糖 ……… 大さじ 3
みりん ……………… 大さじ 1
水………………… 大さじ 1.5
しょうゆ …………… 小さじ 1

農
業
経
営
相
談
所
を
活
用
し
よ
う

園
芸
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設
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の
集
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建
物
共
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の
お
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す
め
特
約

収
入
保
険

　加
入
者
の
声

特集

つくってみちょくれ！

「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える
農業共済組合です

「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える
農業共済組合です

Ａ

今回、レシピを教えてくれたのは安心院町の中山ミヤ子さん。
秋の味覚であるさつまいもを使って、手早く簡単につくれる大学いも
を紹介してくれました。



法人化するには
どうしたら？

新商品を作りたい！
販路をどうしよう…

インターネットで
情報発信したい！

後継者がいない
この先どうすれば…

相談無料

農
業
経
営
相
談
所
（
農
業
経
営
者
サ
ポ
ー

ト
事
業
）
は
、
経
営
意
欲
の
あ
る
農
業
者
が

創
意
工
夫
を
生
か
し
た
農
業
経
営
を
展
開
で

き
る
よ
う
、
農
業
経
営
の
法
人
化
や
円
滑
な

経
営
継
承
、
事
業
計
画
の
作
成
、
規
模
拡
大

な
ど
、
担
い
手
が
抱
え
る
経
営
上
の
課
題
に

対
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
適
切
に
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

経
営
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
個
別
課
題
に
対

し
、
関
係
機
関
と
幅
広
い
分
野
の
専
門
家
に

よ
る
チ
ー
ム
で
、
経
営
診
断
、
専
門
家
の
派

遣
・
巡
回
指
導
な
ど
の
伴
走
型
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

農
業
経
営
相
談
所
と
は
？

支
援
の
流
れ

窓
口
は
、
大
分
県
農
業
経
営
者
サ
ポ
ー
ト

協
議
会
事
務
局
が
設
置
さ
れ
て
い
る
大
分
県

農
業
会
議
、
ま
た
は
各
地
域
の
サ
テ
ラ
イ
ト

窓
口（
各
振
興
局
経
営
担
当
）に
な
り
ま
す
。

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
段
階
を
踏
ん
で
農
業

者
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

最
寄
り
の
相
談
窓
口
で
受
付

後
、
支
援
機
関
と
専
門
家
で
構

成
さ
れ
た
「
戦
略
会
議
」
で
承

認
さ
れ
る
と
、「
重
点
指
導
農

業
者
」
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。

STEP①
相談

STEP②
経営診断

STEP③
専門家の派遣

STEP④
継続支援

税
理
士
等
を
派
遣

し
、
経
営
診
断
・
カ

ル
テ
を
作
成
。
そ
こ

か
ら
指
導
方
針
が
決

ま
る
。

課
題
に
応
じ
た
専

門
家
を
含
む
支
援

チ
ー
ム
を
派
遣
し
、

課
題
解
決
を
支
援
。

経
営
戦
略
の
実
現
に
向
け
た

継
続
支
援
を
行
い
、
必
要
な
場

合
は
複
数
回
の
専
門
家
派
遣
を

行
う
。

農
業
経
営
の
様
々
な
課
題
を
サ
ポ
ー
ト
！

お
お
い
た
農
業
経
営
相
談
所

を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

財務・会計 労務管理

「意匠」・「パッケージ」デザイン など

営業戦略

Web・IT 商品開発

農業経営相談所に登録すると
①支援機関と専門家がチームで支援します。
②経営課題に応じて、専門家が無料で相談対応します。

相談者
（重点指導農業者）
【様々な課題】
・ 経営改善
・ 法人化
・ 事業承継
 （第三者含む）
・ 後継者育成
・ 規模拡大、農地集積
・ 税（青色申告、相続税等）
・ 労務管理、社会保険
・ ６次産業化
・ 補助金、制度融資、
 低利融資

構成員
相談内容に応じたオーダーメイド型の支援チーム

農業経営相談所

実施体制

・ 大分県
・ 大分県農業会議
・ 大分県農業協同組合中央会
・ 大分県農業農村振興公社
・ 大分県６次産業化サポートセンター
・ 大分県農業法人協会
・ 日本政策金融公庫大分支店
・ 九州農業経営アドバイザー
 連絡協議会大分支部
・ 農林中央金庫福岡支店
・ 大分銀行

専門家
・ 社会保険労務士
・ 税理士、司法書士
・ 中小企業診断士
・ 農業経営アドバイザー
・ 経営コンサルタント
・ 大分県農業会議
・ ６次産業プランナー
〈支援会員〉
・ 17市町　・ 大分県指導農業士会
・ 大分県よろず支援拠点
・ 大分県商工会連合会
・ 大分県商工会議所連合会
・ 大分県中小企業団体中央会

農業系団体

商工系団体 普及組織コーディネーター

金融機関

相談

支援

昨
年
度
、大
分
県
で
農
業
経
営
相
談
所
に
登
録
さ
れ
た
経
営
体
数
は
、個
人
・
法
人
含
め
58
経
営
体
。

支
援
希
望
分
野
別
で
は
法
人
化
や
雇
用
・
労
務
に
関
す
る
要
望
が
多
く
、
経
営
体
の
要
望
に
応
じ
て
支

援
チ
ー
ム
の
派
遣
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
経
営
の
継
承
を
視
野
に
入
れ
た
法
人
化
相
談
も

含
ま
れ
て
お
り
、
対
応
を
進
め
る
中
で
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
る
。

〈
背
景
〉

現
在
、
農
村
地
域
の
高
齢
化
等
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
地
域
農
業
の
担
い
手
が
抱

え
る
多
様
な
課
題
に
対
し
、
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
必
要
性
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

国
は
農
業
経
営
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
等
の
施
策
を
通
じ
て
、
令
和
５
年
ま
で
に
法
人
経
営
体
数
を
５
万

法
人
に
増
や
す
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

農
業
の
課
題
見
え
る

農業経営相談所の
登録経営体数

年度 経営体数 個人 法人 集落営農

37 13 8

23 5

Ｈ30 58

Ｒ1（6～7月） 30 2

おおいた農業経営相談所（大分県農業経営者サポート協議会）
事　　務　　局 一般社団法人 大分県農業会議
 〒870‒0044 大分市舞鶴町１‒４‒15 農業会館別館２階
 ＴＥＬ：097‒532‒4385　ＦＡＸ：097‒532‒4749
サテライト窓口 各振興局 経営担当

お問い合わせ

農業経営者サポート事業

法人化
36%

税務・財務
19%

経営改善・診断
12%

経営継承・相続 8%

販路拡大・販促 5%

その他 2%
金融・融資 2%
IT・情報化 2%
施設整備 2%

規模拡大・集積 2%

新規就農 5%

雇用・労務 5%

経営体（58件）の支援希望分野専門家派遣を行った経営体の相談分野（16件）

法人化
50%

雇用・労務
19%

税務・財務
6%

経営改善・診断
6%

経営継承・相続
6%

販路拡大・販促
13%

2
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IT・情報化 2%
施設整備 2%

規模拡大・集積 2%

新規就農 5%

雇用・労務 5%

経営体（58件）の支援希望分野専門家派遣を行った経営体の相談分野（16件）

法人化
50%

雇用・労務
19%

税務・財務
6%

経営改善・診断
6%

経営継承・相続
6%

販路拡大・販促
13%
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（概数）※資料： 平成27年は「農林業センサス」、
 平成28～31年は「農業構造動態調査」より

農業経営体数の推移（全国）

1,377.3 1,318.4 1,258.0 1,220.5 1,188.8

大分県の販売農家後継者数（2015 農林業センサス）

（注１）は、「法人化していない農産物の生産を行う組織経営体」と
「農作業の受託のみを行う組織経営体」

単位：人

区分 販売農家
合計

全国

大分県

1,329,591

24,300

同居後継者
がいる

397,104

5,275

他出後継者
がいる

250,471

6,176

後継者
がいない

682,016

12,849

後継者
がいない割合

51.3％

52.9％

臼杵市野津町

経営品目

葉タバコ　7ha

株式会社
ネクストアグリイノベーション
代表取締役
内藤 将吾さん（35）

葉
タ
バ
コ
農
家
の
３
代
目
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
家
族
経
営
に
限
界
を
感
じ
、
法
人
化

を
す
べ
き
で
は
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
全
く
分
か
ら
な
い
状
態

で
し
た
。
そ
こ
で
農
業
経
営
相
談
所
に
相
談

し
ま
し
た
。

税
理
士
さ
ん
か
ら
過
去
の
決
算
書
を
基

に
、法
人
化
し
た
際
の
経
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
し
て
も
ら
い
、
法
人
化
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
を
ま
ず
診
断
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
売
り
上
げ
と
し
て
は
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ

ン
で
し
た
が
、
今
後
10
年
を
見
た
と
き
に
、

今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
し
た
。

社
会
保
険
労
務
士
さ
ん
か
ら
は
、
雇
用
者

の
労
務
面
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も

ら
い
、
新
し
い
挑
戦
な
だ
け
に
怖
さ
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
年
３
月
に
法
人
化
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
土
台
を
築
い
て
く
れ
た
両
親
の

お
か
げ
で
あ
り
、
ま
た
、
農
業
経
営
相
談
所

と
い
う
窓
口
が
あ
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
法

人
化
で
き
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

若
手
の
農
家
は
、
皆
さ
ん
経
営
移
譲
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
に
は
悩
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
。
法
人
化
は
そ
う
い
っ
た
意
味
で
き
っ
か

け
に
な
り
ま
す
し
、
事
業
に
対
し
て
も
、
会

社
の
経
営
者
と
し
て
幅
広
い
視
点
で
見
れ
る

よ
う
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

来
年
か
ら
は
新
た
に
ニ
ラ
の
栽
培
も
は
じ

め
、
４
月
か
ら
は
研
修
生
を
周
年
で
雇
用
す
る

予
定
で
す
。
今
後
10
年
で
葉
タ
バ
コ
は
10
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
ニ
ラ
は
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
規
模
を

拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
が
発
表
し
た
２
０
１

９
年
の
農
業
構
造
動
態
調
査
（
２
月

１
日
現
在
）
で
は
、
全
国
の
農
業
経

営
体
数
が
１
１
８
万
８
，
８
０
０
経

営
体
で
、前
年
に
比
べ
２
・
６
％
減
少
。

こ
の
う
ち
、
組
織
経
営
体
（
注
１
）
は

３
万
６
，０
０
０
経
営
体
で
、同
１・４
％

増
加
し
、
農
産
物
の
生
産
を
行
う
法
人

組
織
経
営
体
は
２
万
３
，
４
０
０
経
営

体
で
、
同
３
・
１
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
５
年
時
点
で
販
売

農
家
の
５
割
以
上
が
後
継
者
が
い
な

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
現
状
で
は

さ
ら
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

今
後
、
地
域
の
担
い
手
で
あ
る
農

業
者
へ
の
総
合
的
な
経
営
サ
ポ
ー
ト

や
、
労
働
力
の
確
保
、
第
三
者
を
含

む
事
業
承
継
問
題
な
ど
、
農
業
経
営

相
談
所
が
果
た
す
役
割
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

農
業
経
営
相
談
所
を
活
用

　
　
　
　法
人
化
を
果
た
す

農
業
情
勢
メ
モ

相談者

阿
部

　盛
一
郎

大
分
綜
合
会
計
事
務
所

岩
崎

　美
紀

岩
崎
美
紀

中
小
企
業
診
断
士
事
務
所

星
野

　貴
成

き
つ
き
司
法
書
士
事
務
所

荒
木

　毅

大
分
綜
合
会
計
事
務
所

・税理士　・創造経営革新アドバイザー
・農業経営アドバイザー
・M＆A シニアエキスパート

別府市石垣東９丁目２-2
 TEL：0977-27-0100

・中小企業診断士
・農業経営アドバイザー
・日本野菜ソムリエ協会認定野菜ソムリエ

大分市金池町 1-9
TEL：090-3901-3161

・大分県司法書士会　司法書士
  （登記を中心とした法律事務）

杵築市大字杵築 698 番地 1
TEL：0978-68-8998

・ターンアラウンドマネージャー
  （一般社団法人金融検定協会認定）
・巡回監査士　・農業経営アドバイザー

大分市今津留３丁目 13-17
TEL：097-553-0100

税
理
士

中
小
企
業
診
断
士

司
法
書
士

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

平
成
25
年
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
行
っ

て
い
る
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を

取
得
。平
成
26
年
よ
り
普
及
協
力
員
と
し
て
、

別
府
・
大
分
を
拠
点
に
県
内
全
域
に
て
活
動

を
し
て
お
り
ま
す
。

当
社
で
は
農
業
経
営
に
特
化
し
た
支
援

チ
ー
ム
を
設
立
し
、
平
成
30
年
度
よ
り
農
業

経
営
相
談
所
の
専
門
家
と
し
て
登
録
い
た
だ

い
て
、
農
業
経
営
者
の
問
題
解
決
の
支
援
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
近
年
増
加
し

て
お
り
ま
す
事
業
承
継
に
関
す
る
問
題
な
ど

に
つ
い
て
は
、
各
専
門
機
関
を
は
じ
め
、
弊
所

の
他
の
専
門
支
援
チ
ー
ム
と
連
携
す
る
こ
と

で
幅
広
い
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

事
業
承
継
に
関
す
る
問
題
は
、皆
様
が
思
っ

て
お
ら
れ
る
以
上
に
時
間
が
必
要
と
な
る
の

で
す
が
、
形
だ
け
の
承
継
に
よ
り
承
継
後
の

ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
防
止
に
は
、
事
業
承
継
計
画
の
作

成
な
ど
時
間
を
掛
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
、
外
部
支
援
機
関
に
よ
る
第
三
者
の
支
援

が
効
果
的
で
す
。

夫
の
転
勤
を
機
に
大
分
県
に
移
り
住
み
、

10
年
に
な
り
ま
す
。
現
在
、「
大
分
県
事
業
引

継
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
こ

の
専
門
知
識
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
在
な
ど
、
事

業
承
継
上
の
様
々
な
問
題
に
対
応
し
ま
す
。

昨
年
ま
で
は
、「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
の
相

談
員
を
務
め
、
数
多
く
の
経
営
支
援
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
農

業
者
の
手
取
り
収
入
を
増
や
す
た
め
の
経
営

改
善
、
生
産
性
向
上
、
高
付
加
価
値
化
、
販

売
管
理
な
ど
、
様
々
な
業
務
に
対
す
る
助
言
・

提
言
も
可
能
で
す
。

中
小
企
業
へ
の
経
営
支
援
を
担
う
専
門
家

〝
中
小
企
業
診
断
士
〞
と
し
て
、
経
営
診
断
お

よ
び
助
言
に
従
事
し
13
年
が
経
ち
ま
し
た
。

商
業
支
援
で
培
っ
た
販
売
の
手
法
、
工
業
支
援

で
会
得
し
た
生
産
性
向
上
の
手
法
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
異
業
種
で
の
支
援
経
験
を
応
用
し
、
農
業

支
援
に
お
い
て
も
新
た
な
視
点
で
最
適
な
解

決
策
を
相
談
者
様
と
共
に
考
え
、
寄
り
添
い
、

実
践
し
て
い
く
お
手
伝
い
を
し
て
参
り
ま
す
。

農
業
経
営
相
談
所
で
多
い
の
は
、
個
人
の

農
家
様
の
法
人
成
り
に
関
す
る
相
談
で
す
。

経
済
・
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
農
業
も

個
人
経
営
か
ら
人
を
雇
っ
て
の
経
営
、
親
族

以
外
の
方
も
含
め
た
円
滑
な
事
業
承
継
、
税

制
面
の
対
応
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
合
わ

せ
て
法
人
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

私
は
、
相
談
者
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
り
、

そ
の
形
態
に
合
っ
た
案
を
提
案
し
て
、
登
記

を
中
心
と
し
た
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
動
産
登
記
に
関
し
て
は
、
農
地

等
の
土
地
の
所
有
者
の
名
義
変
更
（
売
買
や

相
続
）、
農
協
等
か
ら
借
入
し
た
際
の
担
保
権

設
定
（
抵
当
権
等
）、
借
入
の
返
済
が
終
え
た

と
き
に
行
う
担
保
権
の
抹
消
に
関
す
る
登
記

で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ

て
必
要
な
書
類
の
作
成
・
申
請
も
行
っ
て
お

り
、
そ
の
他
に
農
地
に
関
す
る
法
律
上
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
、
必
要
で
あ

れ
ば
訴
状
・
調
停
申
立
書
を
作
成
す
る
仕
事

も
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
行
っ

て
い
る
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を

取
得
。平
成
30
年
よ
り
普
及
協
力
員
と
し
て
、

県
内
全
域
に
て
精
力
的
に
活
動
を
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
よ
り
農
業
経
営
相
談

所
の
専
門
家
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

農
業
界
の
中
で
は
ア
ラ
フ
ォ
ー
で
も
っ
て
、

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
を
武
器
に
、
法
人
設

立
の
準
備
や
事
業
計
画
の
作
成
、
先
代
と
後

継
者
の
橋
渡
し
と
い
っ
た
幅
広
い
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
農
業
は
成
長
産
業
と
し
て
の
大
き

な
力
を
秘
め
て
い
る
。
そ
う
感
じ
て
い
る
一

方
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
そ
の
力
を
発
揮
で
き

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
惧
も
あ
り
ま

す
。
俗
に
言
わ
れ
る
３
，
０
０
０
万
の
壁
・

５
，
０
０
０
万
の
壁
で
す
。
壁
を
突
破
す
る

に
は
各
種
専
門
家
へ
相
談
す
る
習
慣
が
有
効

な
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
窓
口
に

な
っ
て
い
る
の
が
「
お
お
い
た
農
業
経
営
相

談
所
」
で
す
。

農業経営相談所の専門家をご紹介します
現在、支援会員含め61名の各分野の専門家が登録されています。
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農業経営体数の推移（全国）

1,377.3 1,318.4 1,258.0 1,220.5 1,188.8

大分県の販売農家後継者数（2015 農林業センサス）

（注１）は、「法人化していない農産物の生産を行う組織経営体」と
「農作業の受託のみを行う組織経営体」
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感
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後
10
年
で
葉
タ
バ
コ
は
10
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
ニ
ラ
は
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
規
模
を

拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
が
発
表
し
た
２
０
１

９
年
の
農
業
構
造
動
態
調
査
（
２
月

１
日
現
在
）
で
は
、
全
国
の
農
業
経

営
体
数
が
１
１
８
万
８
，
８
０
０
経

営
体
で
、前
年
に
比
べ
２
・
６
％
減
少
。

こ
の
う
ち
、
組
織
経
営
体
（
注
１
）
は

３
万
６
，０
０
０
経
営
体
で
、同
１・４
％

増
加
し
、
農
産
物
の
生
産
を
行
う
法
人

組
織
経
営
体
は
２
万
３
，
４
０
０
経
営

体
で
、
同
３
・
１
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
５
年
時
点
で
販
売

農
家
の
５
割
以
上
が
後
継
者
が
い
な

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
現
状
で
は

さ
ら
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

今
後
、
地
域
の
担
い
手
で
あ
る
農

業
者
へ
の
総
合
的
な
経
営
サ
ポ
ー
ト

や
、
労
働
力
の
確
保
、
第
三
者
を
含

む
事
業
承
継
問
題
な
ど
、
農
業
経
営

相
談
所
が
果
た
す
役
割
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

農
業
経
営
相
談
所
を
活
用

　
　
　
　法
人
化
を
果
た
す

農
業
情
勢
メ
モ

相談者

阿
部

　盛
一
郎

大
分
綜
合
会
計
事
務
所

岩
崎

　美
紀

岩
崎
美
紀

中
小
企
業
診
断
士
事
務
所

星
野

　貴
成

き
つ
き
司
法
書
士
事
務
所

荒
木

　毅

大
分
綜
合
会
計
事
務
所

・税理士　・創造経営革新アドバイザー
・農業経営アドバイザー
・M＆A シニアエキスパート

別府市石垣東９丁目２-2
 TEL：0977-27-0100

・中小企業診断士
・農業経営アドバイザー
・日本野菜ソムリエ協会認定野菜ソムリエ

大分市金池町 1-9
TEL：090-3901-3161

・大分県司法書士会　司法書士
  （登記を中心とした法律事務）

杵築市大字杵築 698 番地 1
TEL：0978-68-8998

・ターンアラウンドマネージャー
  （一般社団法人金融検定協会認定）
・巡回監査士　・農業経営アドバイザー

大分市今津留３丁目 13-17
TEL：097-553-0100

税
理
士

中
小
企
業
診
断
士

司
法
書
士

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

平
成
25
年
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
行
っ

て
い
る
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を

取
得
。平
成
26
年
よ
り
普
及
協
力
員
と
し
て
、

別
府
・
大
分
を
拠
点
に
県
内
全
域
に
て
活
動

を
し
て
お
り
ま
す
。

当
社
で
は
農
業
経
営
に
特
化
し
た
支
援

チ
ー
ム
を
設
立
し
、
平
成
30
年
度
よ
り
農
業

経
営
相
談
所
の
専
門
家
と
し
て
登
録
い
た
だ

い
て
、
農
業
経
営
者
の
問
題
解
決
の
支
援
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
近
年
増
加
し

て
お
り
ま
す
事
業
承
継
に
関
す
る
問
題
な
ど

に
つ
い
て
は
、
各
専
門
機
関
を
は
じ
め
、
弊
所

の
他
の
専
門
支
援
チ
ー
ム
と
連
携
す
る
こ
と

で
幅
広
い
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

事
業
承
継
に
関
す
る
問
題
は
、皆
様
が
思
っ

て
お
ら
れ
る
以
上
に
時
間
が
必
要
と
な
る
の

で
す
が
、
形
だ
け
の
承
継
に
よ
り
承
継
後
の

ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
防
止
に
は
、
事
業
承
継
計
画
の
作

成
な
ど
時
間
を
掛
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
、
外
部
支
援
機
関
に
よ
る
第
三
者
の
支
援

が
効
果
的
で
す
。

夫
の
転
勤
を
機
に
大
分
県
に
移
り
住
み
、

10
年
に
な
り
ま
す
。
現
在
、「
大
分
県
事
業
引

継
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
こ

の
専
門
知
識
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
在
な
ど
、
事

業
承
継
上
の
様
々
な
問
題
に
対
応
し
ま
す
。

昨
年
ま
で
は
、「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」
の
相

談
員
を
務
め
、
数
多
く
の
経
営
支
援
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
農

業
者
の
手
取
り
収
入
を
増
や
す
た
め
の
経
営

改
善
、
生
産
性
向
上
、
高
付
加
価
値
化
、
販

売
管
理
な
ど
、
様
々
な
業
務
に
対
す
る
助
言
・

提
言
も
可
能
で
す
。

中
小
企
業
へ
の
経
営
支
援
を
担
う
専
門
家

〝
中
小
企
業
診
断
士
〞
と
し
て
、
経
営
診
断
お

よ
び
助
言
に
従
事
し
13
年
が
経
ち
ま
し
た
。

商
業
支
援
で
培
っ
た
販
売
の
手
法
、
工
業
支
援

で
会
得
し
た
生
産
性
向
上
の
手
法
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
異
業
種
で
の
支
援
経
験
を
応
用
し
、
農
業

支
援
に
お
い
て
も
新
た
な
視
点
で
最
適
な
解

決
策
を
相
談
者
様
と
共
に
考
え
、
寄
り
添
い
、

実
践
し
て
い
く
お
手
伝
い
を
し
て
参
り
ま
す
。

農
業
経
営
相
談
所
で
多
い
の
は
、
個
人
の

農
家
様
の
法
人
成
り
に
関
す
る
相
談
で
す
。

経
済
・
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
農
業
も

個
人
経
営
か
ら
人
を
雇
っ
て
の
経
営
、
親
族

以
外
の
方
も
含
め
た
円
滑
な
事
業
承
継
、
税

制
面
の
対
応
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
合
わ

せ
て
法
人
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

私
は
、
相
談
者
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
り
、

そ
の
形
態
に
合
っ
た
案
を
提
案
し
て
、
登
記

を
中
心
と
し
た
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
動
産
登
記
に
関
し
て
は
、
農
地

等
の
土
地
の
所
有
者
の
名
義
変
更
（
売
買
や

相
続
）、
農
協
等
か
ら
借
入
し
た
際
の
担
保
権

設
定
（
抵
当
権
等
）、
借
入
の
返
済
が
終
え
た

と
き
に
行
う
担
保
権
の
抹
消
に
関
す
る
登
記

で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ

て
必
要
な
書
類
の
作
成
・
申
請
も
行
っ
て
お

り
、
そ
の
他
に
農
地
に
関
す
る
法
律
上
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
も
お
聞
き
し
、
必
要
で
あ

れ
ば
訴
状
・
調
停
申
立
書
を
作
成
す
る
仕
事

も
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
行
っ

て
い
る
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を

取
得
。平
成
30
年
よ
り
普
及
協
力
員
と
し
て
、

県
内
全
域
に
て
精
力
的
に
活
動
を
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
よ
り
農
業
経
営
相
談

所
の
専
門
家
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

農
業
界
の
中
で
は
ア
ラ
フ
ォ
ー
で
も
っ
て
、

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
を
武
器
に
、
法
人
設

立
の
準
備
や
事
業
計
画
の
作
成
、
先
代
と
後

継
者
の
橋
渡
し
と
い
っ
た
幅
広
い
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
農
業
は
成
長
産
業
と
し
て
の
大
き

な
力
を
秘
め
て
い
る
。
そ
う
感
じ
て
い
る
一

方
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
そ
の
力
を
発
揮
で
き

な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
惧
も
あ
り
ま

す
。
俗
に
言
わ
れ
る
３
，
０
０
０
万
の
壁
・

５
，
０
０
０
万
の
壁
で
す
。
壁
を
突
破
す
る

に
は
各
種
専
門
家
へ
相
談
す
る
習
慣
が
有
効

な
カ
ギ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
窓
口
に

な
っ
て
い
る
の
が
「
お
お
い
た
農
業
経
営
相

談
所
」
で
す
。

農業経営相談所の専門家をご紹介します
現在、支援会員含め61名の各分野の専門家が登録されています。

5



① NOSAIと協定を締結し、
  要件を満たしたら……

〈要件〉
●  NOSAIと協定を締結する（団体構成員の園芸施設
共済への一斉加入受付を実施し、その施設の補強
や保守管理に取り組むこと）

●  構成員の加入割合が一斉加入前より増加し、加入
割合が８割を超えること

② 一定以上の集団構成員が
  一斉加入したら……

〈要件〉※①の協定を締結した団体
●  10人以上の構成員が一斉加入した場合
 → 20％割引
●  ５人以上10人未満の構成員が一斉加入した場合
 → 10％割引

生産部会等の集団加入で
掛金等が割引に

共済掛金率が

事務費賦課金が
最大で

④ 補償範囲の選択で更に割引
●  古い施設の補償が必要ない場合に、耐用年数の
2.5 倍を超えた施設は補償から外すことができ
ます。

●  小損害を補償範囲に含めない（小損害不填補）
 ※ ３万円又は共済価額の 20 分の１、10 万円、
20 万円、50 万円、100 万円の内から加入者
が選択した金額を超えない損害の場合は、共
済金が支払われません。

集団加入割引プラン

③ 特定園芸施設を補強したら……

●  プラスチックハウスⅡ類で、骨格の主要部分が
31.8mm以上の径のパイプにより造られている
施設の割引

その他の割引

共済掛金率が5％
オフ 15％

オフ

20％オフ

園芸施設共済

東 部 支 所 TEL.0978-63-4466
中西部支所 TEL.0973-72-3409
大分出張所 TEL.097-576-7461

南 部 支 所 TEL.0974-22-3330
竹田出張所 TEL.0974-63-2825
北 部 支 所 TEL.0978-32-1307

お問い合わせはお近くの

 （農業共済）へ

園
芸
施
設
共
済
は
、
未
被
覆
期
間
を
含
め
た
通
年
補
償
で
、
よ
り
総
合

的
な
制
度
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
共
済
掛
金
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

「
小
損
害
不
填
補
」
の
選
択
肢
の
拡
大
、
集
団
加
入
に
よ
る
掛
金
等
の
割

引
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
加
入
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

共
済
掛
金
を
払
い
込
ん
だ
日
の
翌

日
か
ら
、
未
被
覆
期
間
を
含
め
た
１

年
間
で
す
。

た
だ
し
、
ハ
ウ
ス
施
設
の
設
置
が

周
年
で
な
い
場
合
は
１
年
未
満
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
被
覆

材
は
異
動
通
知
に
よ
り
補
償
期
間
の

変
更
が
可
能
で
す
。

共
済
掛
金
は
国
が
50
％
を
負
担
し
ま
す
。

た
だ
し
、
す
べ
て
の
棟
の
共
済
金
額
の
合
計

が
１
年
度
に
つ
き
１
億
６
，
０
０
０
万
円
ま

で
と
な
り
ま
す
。
復
旧
費
用
の
掛
金
に
つ
い

て
は
、
全
額
加
入
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

①
園
芸
施
設
共
済
は
、「
施
設
本
体
と

被
覆
材
」
が
加
入
の
基
本
と
な
り

ま
す
。
所
有
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
施

設
は
全
て
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
耐
用
年
数
の
２
・
５
倍
を
超

え
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
加
入
者

の
希
望
に
よ
り
対
象
か
ら
除
外
で

き
ま
す
。

②
附
帯
施
設
、
施
設
内
農
作
物
、
撤

去
費
用
、
復
旧
費
用
は
選
択
加
入

で
す
。

③
小
損
害
不
填
補
の
選
択
に
よ
り
、

掛
金
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

損
害
の
額
が
選
択
し
た
金
額
を
超

え
た
場
合
に
共
済
金
を
お
支
払
い

し
ま
す
。

Ｑ
．園
芸
施
設
共
済
の
対
象
は
？

Ｑ
．補
償
す
る
期
間

Ｑ
．加
入
者
負
担
額
（
共
済
掛
金
）

加 入 の 組 み 合 わ せ

①標準

特定園芸施設
（本体＋被覆材）

・ガラス室、鉄骨ハウス
・パイプハウス、雨よけハウス
・多目的ネットハウス

・附帯施設
・施設内農作物
・撤去費用
・復旧費用

ア　３万円
イ　10万円
ウ　20万円
エ　50万円　NEW!
オ　100万円 NEW!

（　　　　）

※損害の額が選択した金額を超えた
　場合に、共済金をお支払いします。

または共済価額
の20分の1

②オプション ③小損害不填補の選択

園
芸
施
設
共
済  

冬
も
安
心  

通
年
補
償

ハウスの種類
設置後の
経過年数

補償額（共済金額）
共済掛金（加入者負担額）

小損害不填補
3万円または共済価額の 1/20 小損害不填補 10万円

施　設 撤去費用 復旧費用 施　設 撤去費用 復旧費用 施　設 撤去費用 復旧費用

パイプハウス
（プラスチックハウスⅡ類）

新築 350,000

46,000

0 6,820

37

0 2,235

12

0

５年 262,000 72,000 5,105 591 1,673 193

10 年以上 175,000 72,000 3,410 591 1,117 193

掛金の目安（200㎡当たりの標準的なハウスの場合）

※補償割合 80％、被覆期間12ヶ月で算定。
※被覆期間と未被覆期間は分けて算定し、未被覆期間の掛金率は被覆期間に比べて非常に低くなっています。

単位：円

共
済
価
額
（
評
価
額
）
は
ハ
ウ
ス
本
体
、

附
帯
施
設
の
評
価
額
及
び
施
設
内
農
作
物
の

価
額
を
１
棟
ご
と
に
算
定
し
ま
す
。
た
だ

し
、
評
価
額
は
減
価
償
却
に
よ
り
年
々
下
が

り
ま
す
。

Ｑ
．補
償
す
る
金
額
（
共
済
金
額
）

共済価額（評価額）

標　準

施設本体
被覆材の時価額

オプション
附帯施設の時価額
施設内農作物の価額
撤去費用の価額
復旧費用の価額

共　済　金　額

補 償 割 合（40 ～ 80％で選択）

園芸施設共済
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① NOSAIと協定を締結し、
  要件を満たしたら……

〈要件〉
●  NOSAIと協定を締結する（団体構成員の園芸施設
共済への一斉加入受付を実施し、その施設の補強
や保守管理に取り組むこと）

●  構成員の加入割合が一斉加入前より増加し、加入
割合が８割を超えること

② 一定以上の集団構成員が
  一斉加入したら……

〈要件〉※①の協定を締結した団体
●  10人以上の構成員が一斉加入した場合
 → 20％割引
●  ５人以上10人未満の構成員が一斉加入した場合
 → 10％割引

生産部会等の集団加入で
掛金等が割引に

共済掛金率が

事務費賦課金が
最大で

④ 補償範囲の選択で更に割引
●  古い施設の補償が必要ない場合に、耐用年数の
2.5 倍を超えた施設は補償から外すことができ
ます。

●  小損害を補償範囲に含めない（小損害不填補）
 ※ ３万円又は共済価額の 20 分の１、10 万円、
20 万円、50 万円、100 万円の内から加入者
が選択した金額を超えない損害の場合は、共
済金が支払われません。

集団加入割引プラン

③ 特定園芸施設を補強したら……

●  プラスチックハウスⅡ類で、骨格の主要部分が
31.8mm以上の径のパイプにより造られている
施設の割引

その他の割引

共済掛金率が5％
オフ 15％

オフ

20％オフ

園芸施設共済

東 部 支 所 TEL.0978-63-4466
中西部支所 TEL.0973-72-3409
大分出張所 TEL.097-576-7461

南 部 支 所 TEL.0974-22-3330
竹田出張所 TEL.0974-63-2825
北 部 支 所 TEL.0978-32-1307

お問い合わせはお近くの

 （農業共済）へ

園
芸
施
設
共
済
は
、
未
被
覆
期
間
を
含
め
た
通
年
補
償
で
、
よ
り
総
合

的
な
制
度
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
共
済
掛
金
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

「
小
損
害
不
填
補
」
の
選
択
肢
の
拡
大
、
集
団
加
入
に
よ
る
掛
金
等
の
割

引
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
加
入
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

共
済
掛
金
を
払
い
込
ん
だ
日
の
翌

日
か
ら
、
未
被
覆
期
間
を
含
め
た
１

年
間
で
す
。

た
だ
し
、
ハ
ウ
ス
施
設
の
設
置
が

周
年
で
な
い
場
合
は
１
年
未
満
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
被
覆

材
は
異
動
通
知
に
よ
り
補
償
期
間
の

変
更
が
可
能
で
す
。

共
済
掛
金
は
国
が
50
％
を
負
担
し
ま
す
。

た
だ
し
、
す
べ
て
の
棟
の
共
済
金
額
の
合
計

が
１
年
度
に
つ
き
１
億
６
，
０
０
０
万
円
ま

で
と
な
り
ま
す
。
復
旧
費
用
の
掛
金
に
つ
い

て
は
、
全
額
加
入
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

①
園
芸
施
設
共
済
は
、「
施
設
本
体
と

被
覆
材
」
が
加
入
の
基
本
と
な
り

ま
す
。
所
有
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
施

設
は
全
て
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
耐
用
年
数
の
２
・
５
倍
を
超

え
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
加
入
者

の
希
望
に
よ
り
対
象
か
ら
除
外
で

き
ま
す
。

②
附
帯
施
設
、
施
設
内
農
作
物
、
撤

去
費
用
、
復
旧
費
用
は
選
択
加
入

で
す
。

③
小
損
害
不
填
補
の
選
択
に
よ
り
、

掛
金
を
抑
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

損
害
の
額
が
選
択
し
た
金
額
を
超

え
た
場
合
に
共
済
金
を
お
支
払
い

し
ま
す
。

Ｑ
．園
芸
施
設
共
済
の
対
象
は
？

Ｑ
．補
償
す
る
期
間

Ｑ
．加
入
者
負
担
額
（
共
済
掛
金
）

加 入 の 組 み 合 わ せ

①標準

特定園芸施設
（本体＋被覆材）

・ガラス室、鉄骨ハウス
・パイプハウス、雨よけハウス
・多目的ネットハウス

・附帯施設
・施設内農作物
・撤去費用
・復旧費用

ア　３万円
イ　10万円
ウ　20万円
エ　50万円　NEW!
オ　100万円 NEW!

（　　　　）

※損害の額が選択した金額を超えた
　場合に、共済金をお支払いします。

または共済価額
の20分の1

②オプション ③小損害不填補の選択

園
芸
施
設
共
済  

冬
も
安
心  

通
年
補
償

ハウスの種類
設置後の
経過年数

補償額（共済金額）
共済掛金（加入者負担額）

小損害不填補
3万円または共済価額の 1/20 小損害不填補 10万円

施　設 撤去費用 復旧費用 施　設 撤去費用 復旧費用 施　設 撤去費用 復旧費用

パイプハウス
（プラスチックハウスⅡ類）

新築 350,000

46,000

0 6,820

37

0 2,235

12

0

５年 262,000 72,000 5,105 591 1,673 193

10 年以上 175,000 72,000 3,410 591 1,117 193

掛金の目安（200㎡当たりの標準的なハウスの場合）

※補償割合 80％、被覆期間12ヶ月で算定。
※被覆期間と未被覆期間は分けて算定し、未被覆期間の掛金率は被覆期間に比べて非常に低くなっています。

単位：円

共
済
価
額
（
評
価
額
）
は
ハ
ウ
ス
本
体
、

附
帯
施
設
の
評
価
額
及
び
施
設
内
農
作
物
の

価
額
を
１
棟
ご
と
に
算
定
し
ま
す
。
た
だ

し
、
評
価
額
は
減
価
償
却
に
よ
り
年
々
下
が

り
ま
す
。

Ｑ
．補
償
す
る
金
額
（
共
済
金
額
）

共済価額（評価額）

標　準

施設本体
被覆材の時価額

オプション
附帯施設の時価額
施設内農作物の価額
撤去費用の価額
復旧費用の価額

共　済　金　額

補 償 割 合（40 ～ 80％で選択）

園芸施設共済
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令
和
２
年
産
麦
の
加
入
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
お
送
り
し
て
い
る
「
共
済
加
入

申
込
書
」
の
記
載
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は

正
し
い
内
容
を
記
入
し
、
期
限
内
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

収
入
保
険
の
加
入
申
請
時
に
お
い
て
、
既
に

令
和
２
年
産
の
麦
共
済
に
加
入
し
て
い
て
も
収

入
保
険
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
、
収
入
保
険
の
保
険
期
間
開
始
前

に
麦
共
済
の
契
約
を
解
除
し
、
既
に
共
済
掛
金

等
を
納
入
し
て
い
る
場
合
は
全
額
還
付
し
ま
す
。

移
行
前
に
自
然
災
害
等
の
被
害
が
あ
る
場

合
、
事
故
発
生
通
知
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
収
入

保
険
に
お
い
て
も
同
様
の
対
応
を
取
っ
た
も
の

と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

期
限
内
に
加
入
申
込
書
の
提
出
が
無
け
れ
ば

加
入
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
掛
金
の
期
限
内
納

入
が
な
け
れ
ば
契
約
は
解
除
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

①
作
付
内
容
の
変
更

申
込
書
提
出
後
に
作
付
内
容
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
は
、
必
ず
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

②
直
接
支
払
交
付
金
の
申
請
の
有
無

麦
共
済
で
は
「
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
」

の
申
請
の
有
無
に
よ
っ
て
共
済
金
額
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
申
請
す
る
と
し
て
い
た
が
申
請

し
な
か
っ
た
場
合
は
必
ず
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。 麦

共
済
の
加
入
受
付
中

加
入
さ
れ
る
皆
様
へ

収
入
保
険
へ
移
行
す
る
場
合

重
要
事
項

提
出
期
限11

月
５
日
㈫
で
す

掛
金
納
入
期
限

３
月
２
日
㈪
で
す

令和元年

月 11 1　2　3　4　5　6　７　8　9　10　11　12 1　2　312

令和2年 令和3年

個人の場合
（発芽期～収穫）

収入保険の保険期間収入保険加入申請

法人の場合

※事業年度が
4月～3月からの場合

※麦共済の共済掛金及び賦課金は全額還付（発芽期～収穫）

収入保険加入申請

収穫期

収入保険の保険期間
収穫期

12月末で共済契約を解除

麦共済の責任期間

収入保険と農作物共済（麦）の関係　※秋まき麦

麦共済の責任期間

3月末で共済契約を解除

トラクター 安全チェック編

農作業安全!

左右独立ブレーキの連結
乗用トラクターでの事故原因の一つとして、左右独
立ブレーキの非連結による誤操作があります。作業時
以外の道路走行中に急ブレーキを踏み、思わぬ急旋回
によって転落・横転事故につながる恐れがあります。
道路走行前には必ずブレーキ連結を確認しましょう。

チェック

シートベルトの装着
安全キャブ・安全フレームが付いているトラクターを
利用し、運転中は必ずシートベルトを装着しましょう。

チェック

反射板の取り付け
暗くなる時間帯では、特に一般車両との接触や追突
の危険が高くなります。後続車から見えやすい場所に
「反射板」を取り付け、早めにライトを点灯しましょう。

チェック

平成29年度　農業機械作業中の死亡事故

（農林水産省調べ）

■ 作業中（57.9％）
 （ 農作業中に発生した
  不具合調整を含む）

■ 移動中（35.5％）
 （ ほ場への出入りを含む）

■ 準備・整備中（6.6％）
 （ 点検、収納、自宅での
  乗り降り、荷台での作業、
  積み込み、積み下ろしを含む）

57.9%

6.6%

35.5%

まずはワンチェ
ック

ワンアクション
で

平成 29年の農作業中の死亡事故（304 名）のうち、
農業機械作業中に発生した死亡事故は 211 件です。
ほ場での農作業時だけでなく、準備中や移動中の死
亡事故も全体の約４割を占めています。機械に近づ
き、離れるまで注意を怠らないことが重要です。
ご本人の意識だけでなく、ご家族や近所の方への
声掛けなどで事故を防ぎましょう。
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令
和
２
年
産
麦
の
加
入
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
お
送
り
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る
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共
済
加
入

申
込
書
」
の
記
載
内
容
に
変
更
が
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る
場
合
は

正
し
い
内
容
を
記
入
し
、
期
限
内
に
お
申
し
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く
だ
さ
い
。

収
入
保
険
の
加
入
申
請
時
に
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て
、
既
に

令
和
２
年
産
の
麦
共
済
に
加
入
し
て
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て
も
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入
保
険
に
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る
こ
と
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ま
す
。

そ
の
場
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、
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入
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の
保
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間
開
始
前

に
麦
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の
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を
解
除
し
、
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に
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等
を
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る
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。
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行
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に
自
然
災
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等
の
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が
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る
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合
、
事
故
発
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通
知
を
行
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に
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も
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の
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応
を
取
っ
た
も
の

と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

期
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内
に
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込
書
の
提
出
が
無
け
れ
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加
入
で
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ま
せ
ん
。
ま
た
、
掛
金
の
期
限
内
納

入
が
な
け
れ
ば
契
約
は
解
除
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

①
作
付
内
容
の
変
更

申
込
書
提
出
後
に
作
付
内
容
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
は
、
必
ず
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

②
直
接
支
払
交
付
金
の
申
請
の
有
無

麦
共
済
で
は
「
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
」

の
申
請
の
有
無
に
よ
っ
て
共
済
金
額
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
申
請
す
る
と
し
て
い
た
が
申
請

し
な
か
っ
た
場
合
は
必
ず
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
知
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せ
く
だ
さ
い
。 麦

共
済
の
加
入
受
付
中

加
入
さ
れ
る
皆
様
へ
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入
保
険
へ
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行
す
る
場
合

重
要
事
項

提
出
期
限11

月
５
日
㈫
で
す

掛
金
納
入
期
限

３
月
２
日
㈪
で
す

令和元年

月 11 1　2　3　4　5　6　７　8　9　10　11　12 1　2　312

令和2年 令和3年

個人の場合
（発芽期～収穫）

収入保険の保険期間収入保険加入申請

法人の場合

※事業年度が
4月～3月からの場合

※麦共済の共済掛金及び賦課金は全額還付（発芽期～収穫）

収入保険加入申請

収穫期

収入保険の保険期間
収穫期

12月末で共済契約を解除

麦共済の責任期間

収入保険と農作物共済（麦）の関係　※秋まき麦

麦共済の責任期間

3月末で共済契約を解除

トラクター 安全チェック編

農作業安全!

左右独立ブレーキの連結
乗用トラクターでの事故原因の一つとして、左右独
立ブレーキの非連結による誤操作があります。作業時
以外の道路走行中に急ブレーキを踏み、思わぬ急旋回
によって転落・横転事故につながる恐れがあります。
道路走行前には必ずブレーキ連結を確認しましょう。

チェック

シートベルトの装着
安全キャブ・安全フレームが付いているトラクターを
利用し、運転中は必ずシートベルトを装着しましょう。

チェック

反射板の取り付け
暗くなる時間帯では、特に一般車両との接触や追突
の危険が高くなります。後続車から見えやすい場所に
「反射板」を取り付け、早めにライトを点灯しましょう。

チェック

平成29年度　農業機械作業中の死亡事故

（農林水産省調べ）

■ 作業中（57.9％）
 （ 農作業中に発生した
  不具合調整を含む）

■ 移動中（35.5％）
 （ ほ場への出入りを含む）

■ 準備・整備中（6.6％）
 （ 点検、収納、自宅での
  乗り降り、荷台での作業、
  積み込み、積み下ろしを含む）

57.9%

6.6%

35.5%

まずはワンチェ
ック

ワンアクション
で

平成 29年の農作業中の死亡事故（304 名）のうち、
農業機械作業中に発生した死亡事故は 211 件です。
ほ場での農作業時だけでなく、準備中や移動中の死
亡事故も全体の約４割を占めています。機械に近づ
き、離れるまで注意を怠らないことが重要です。
ご本人の意識だけでなく、ご家族や近所の方への
声掛けなどで事故を防ぎましょう。

総合共済

普通物件
木造住宅（一般造）

1,000 万円
加入した場合

掛金
年間29,860 円

＋
総合共済

一律 3,490 円
＝ 合計  33,350 円

火災共済

普通物件
木造住宅（一般造）

1,000 万円
加入した場合

掛金
年間 9,410 円

＋
火災共済

一律 1,100 円
＝ 合計  10,510 円

全
国
的
に
、
数
年
に
一
度
程
度
し

か
発
生
し
な
い
よ
う
な
短
時
間
の
大

雨
や
、
そ
れ
ら
に
よ
る
河
川
の
氾

濫
、土
砂
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

も
し
も
大
き
な
災
害
で
お
住
ま
い

の
住
宅
が
被
害
を
受
け
た
ら
、
住
宅

の
復
旧
や
生
活
再
建
に
は
多
額
の
費

用
が
か
か
り
ま
す
。

万
が
一
の
た
め
に
、
建
物
共
済
へ

の
加
入
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
火
災

共
済
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
総

合
共
済
へ
の
変
更
な
ど
、
補
償
内
容

を
確
認
し
、
不
安
が
あ
れ
ば
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

この特約に加入すると、30万円までの損害は
満額で補償されます。小さな被害を受けたとき
でも安心ですので、契約更新時に付帯を検討し
てみてはいかがでしょうか。

※ 同一棟で火災共済及び総合共済（共済責任期間が同一であるものに限
る）の加入金額合計が 1,000 万円以上の場合も、火災共済または総合共
済のいずれかに付帯できます。

お
詫
び

こ
の
度
、
当
組
合
職
員
が
「
商
標
法
違
反
に
よ
り
逮
捕
」
さ
れ
た
不
祥
事
件
に
つ
き

ま
し
て
、
業
務
外
の
こ
と
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
事
案
が
発
生
し
た
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
、
ま
ず
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
組
合
員
の

皆
様
に
は
ご
心
配
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
、
重
ね
て
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
該
職
員
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
既
に
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
、
相
応
の
措
置
を

終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
二
度
と
こ
の
様
な
不
祥
事
件
を
起
こ
さ
ぬ
様
、
綱
紀
粛
正
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
再
発
の
防
止
策
に
つ
き
ま
し
て
も
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

大
分
県
農
業
共
済
組
合
　
組
合
長
理
事
　
阿
部  

順
治

住
ま
い
の
安
心
　
建
物
共
済

相
次
ぐ
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
？

火
災
共
済　
１
棟
当
た
り
６
，０
０
０
万
円
を
限
度
に

火
災
、
落
雷
、
破
裂
・
爆
発
、
建
物
外
部
か
ら
の
物
体

落
下
（
自
然
災
害
除
く
）、
給
排
水
設
備
の
事
故
に
よ
る

水
漏
れ
（
蛇
口
の
締
忘
れ
、
老
朽
化
除
く
）
な
ど

総
合
共
済　
１
棟
当
た
り
４
，０
０
０
万
円
を
限
度
に

火
災
共
済
対
象
事
故
に
加
え
、
風
水
害
・
雪
害
（
老
朽

化
に
よ
る
雨
漏
・
床
下
浸
水
除
く
）、地
震
・
津
波
・
噴
火
（
加

入
額
の
50
％
が
支
払
限
度
）
な
ど

１
年
間
の
短
期
補
償
で
毎
年
更
新

評
価
額
に
対
し
て
「
満
額
加
入
」
を

小損害実損
てん補特約

〈掛金〉付帯する場合　掛金が一律プラス

〈付帯条件〉加入金額が１棟 1,000万円以上の建物

30万円まで
満額補償
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農場HACCP認証を目指して
ち
くさんだよ

り

今
年
９
月
ま
で
に
発
生
し
た
車
上
ね
ら
い
の
件
数
は
１
６
１
件
で
、
昨
年

同
時
期
に
比
べ
８
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
刑
法
犯
全
体
の
認
知
件
数
は
昨
年

同
時
期
に
比
べ
減
少
し
て
い
る
中
、
車
上
ね
ら
い
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
内
訳
で
は
、
施
錠
あ
り
77
件
、
施
錠
な
し
84
件
と
、
施
錠
の
有
無
に
関

係
な
く
発
生
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

被
害
の
傾
向
と
し
て
は
、
施
錠
あ
り
の
場
合

は
ア
パ
ー
ト
や
一
般
住
宅
で
の
発
生
が
多
く
、

施
錠
な
し
の
場
合
は
会
社
事
務
所
や
コ
イ
ン

パ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
の
被
害
が
目
立
ち
ま
す
。

主
に
、
車
内
に
置
い
た
ま
ま
に
し
て
い
た
現
金

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等

が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
現
金
２
０

０
万
円
が
盗
ま
れ
る
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

対
策
で
は
、
ま
ず
鍵
か
け
が
基
本
で
す
。
短
時

間
離
れ
る
場
合
で
も
必
ず
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
お
金
な
ど
が
入
っ
て
い
な
く
て
も
、
車
外

か
ら
バ
ッ
グ
な
ど
が
見
え
る
だ
け
で
、
被
害
に
遭

う
確
率
が
上
が
り
ま
す
。
犯
人
は
施
錠
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
貴
重
品
が
あ
る
と
思
え
ば
ガ
ラ
ス

を
割
っ
て
で
も
盗
も
う
と
し
ま
す
。

犯
行
を
誘
わ
な
い
た
め
に
も
、
貴
重
品
は
車
内

に
置
か
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

地域
づくり

増加する車上ねらい
貴重品の置き忘れに注意

車
上
ね
ら
い
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

傾
向
は
？

大分県警察本部
生活安全部生活安全企画課
安全・安心まちづくり推進室

枡谷  康治 室長
ますたに こうじ

貴
重
品
は
車
内
に
置
か
な
い
で
！

農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
農
場
を
「
食
品
の
生
産
段

階
」
と
し
て
一
つ
一
つ
の
工
程
や
作
業
に
つ
い
て
の

危
害
要
因
の
分
析
か
ら
管
理
点
を
確
立
し
た
上
で

し
っ
か
り
と
管
理
を
行
い
、
科
学
的
・
客
観
的
デ
ー

タ
に
よ
り
農
場
に
対
す
る
「
安
全
な
畜
産
物
を
提
供
し

て
い
る
と
い
う
安
心
（
＝
信
頼
）」
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
す
。
大
分
県
の

認
証
農
場
は
７
農
場
（
肉
用
牛
１
・
乳
用
牛
１
・
豚
３
・

採
卵
鶏
２
）
あ
り
、
さ
ら
に
10
件
近
く
の
農
場
が
認
証

に
向
け
て
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
生
産
性
の
向
上
、

信
頼
性
の
確
保
、
衛
生
意
識
の
改
善
な
ど
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
多
く
、
最
終
的
に
は
商
品
の

付
加
価
値
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
取
得
ま
で
は
最
低
で
も
２
年

程
度
が
必
要
で
す
が
、
農
場
単
独
で
取
組
む
の
で
は
な

く
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
チ
ー
ム
を
編
成
し
ま
す
。
そ
の
メ
ン

バ
ー
は
責
任
者
を
中
心
と
し
た
農
場
従
業
員
を
始
め
、

家
畜
保
健
衛
生
所
、
県
地
域
農
業
振
興
課
、
振
興
局
、

畜
産
協
会
、
農
場
担
当
獣
医
師
、
飼
料
会
社
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
等
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
毎
月
１
回
程
度
の
農
場
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進
会
議
の
開
催
等
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
指
導
員

と
共
に
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
観
点
か
ら
農

場
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
ま
す
が
、
実
行
す
る
農
場
の

皆
さ
ん
の
努
力
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。
慣
れ
な
い
文

書
作
成
や
記
録
、
改
善
策
の
実
行
等
大
変
な
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
つ
ず
つ
着
実
に
行
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

事
業
部
資
産
共
済
課　

獣
医
師　

伊
藤
由
布
子

令
和
２
年
加
入
申
込
受
付
中

ー
申
込
手
続
き
期
間
は
11
月
末
ま
で
ー

大分市
油井克己さん（64）
〈経営品目〉
イチゴ（ベリーツ）：37a
その他、露地・ハウス野菜など

収
入
保
険

収
入
保
険
の

お
さ
ら
い

● 

ほ
ぼ
全
て
の
農
産
物
を
対
象
に

● 

幅
広
い
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー

● 

農
業
者
ご
と
の
実
績
で
保
険
設
計

収
入
保
険
は
農
業
の
生
命
保
険

大
分
市
で
イ
チ
ゴ
を
主
力
に
、
多
品

目
の
野
菜
も
栽
培
し
て
お
り
、
イ
チ
ゴ

は
収
益
の
約
半
分
を
占
め
ま
す
。

収
入
保
険
に
加
入
し
た
理
由
は
、
ま

ず
「
補
償
が
あ
る
」
か
ら
で
す
。
イ
チ

ゴ
に
は
こ
れ
ま
で
野
菜
価
格
安
定
制
度

な
ど
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
無

か
っ
た
の
で
、
全
て
の
品
目
が
対
象
と

な
る
収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
。

現
在
、
妻
と
周
年
雇
用
の
従
業
員

４
名
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

イ
チ
ゴ
農
家
に
と
っ
て
一
番
の
リ
ス

ク
は
「
人
の
リ
ス
ク
」
で
す
。
人
手

が
必
要
な
作
物
で
す
の
で
、
ケ
ガ
や

病
気
で
作
業
が
で
き
な
い
時
の
収
入

減
少
も
補
償
の
対
象
に
な
る
と
こ
ろ

が
良
い
で
す
ね
。

人
間
誰
し
も
万
が
一
の
た
め
に
生
命

保
険
に
入
っ
て
い
ま
す
。
農
業
に
も
そ

う
い
っ
た
保
険
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
最
大
で
基
準
収
入
の
９
割
を

下
回
っ
た
額
の
９
割
が
補
償
さ
れ
る
と

い
う
の
も
大
き
い
で
す
。

掛
捨
て
部
分
の
保
険
料
は
経
費
と
し

て
計
上
で
き
ま
す
し
、
積
立
金
の
額
は

最
初
は
大
き
な
負
担
で
す
が
、
万
が
一

の
た
め
の
貯
金
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

手
続
き
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
職
員
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

自
ら
生
産
し
た
農
産
物
販
売
収
入
を
対
象

に
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
に
加
え
、
価

格
低
下
や
、
ケ
ガ
や
病
気
で
収
穫
が
で
き
な
い

場
合
な
ど
、
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら

れ
な
い
収
入
減
少
を
幅
広
く
カ
バ
ー
し
ま
す
。

農
家
個
々
の
最
大
で
過
去
５
年
間
の
農
産
物

販
売
収
入
の
平
均
を
基
に
、「
基
準
収
入
」
を
設

定
し
ま
す
。
条
件
に
よ
り
規
模
拡
大
や
収
入
上
昇

傾
向
も
考
慮
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

青
色
申
告
（
簡
易
な
方
式
を
含
む
）
を
実
施

し
て
い
る
農
業
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
５
年

以
上
の
実
績
を
基
本
と
し
、
５
年
未
満
の
場
合

は
、
年
数
に
応
じ
て
補
償
割
合
の
上
限
が
制
限

さ
れ
ま
す
。

当
年（
保
険
期
間
）の
農
産
物
販
売
収
入
が「
基

準
収
入
」
の
９
割
（
補
償
限
度
額
）
を
下
回
っ

た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割
（
支
払
率
）

を
補
て
ん
し
ま
す
。

補
償
限
度
額
は
、
必
須
加
入
で
あ
る
「
保
険

方
式
」
や
、
任
意
の
「
積
立
方
式
」
の
選
択
に

よ
り
変
わ
り
ま
す
。
令
和
２
年
か
ら
は
保
険
料

を
低
く
抑
え
る
補
償
の
下
限
設
定
も
可
能
に
な

り
ま
す
。

ナ
ラ
シ
対
策
や
農
業
共
済
制
度
、
野
菜
価

格
安
定
制
度
（
価
格
下
落
を
補
て
ん
す
る
事

業
）
と
い
っ
た
類
似
制
度
と
重
複
加
入
は
で

き
ま
せ
ん
。

Ｑ 

収
入
保
険
と
は
？

Ｑ 

保
険
の
し
く
み
は
？

Ｑ 

加
入
条
件
は
？

Ｑ 

補
償
内
容
は
？
（
左
図
参
照
）

Ｑ 

類
似
制
度
と
の
関
係
は
？

基準収入

保険期間の収入

積立方式で補てん
自己責任部分

保険方式で補てん

農業者ごとの
過去５年間の収入

過去５年間の平均収入
（５中５を基本）

※青色申告実績が５年以上あり、補償限度９割（保険方式＋積立方式）を選択した場合

（
保
険
方
式
＋
積
立
方
式
の
補
償
限
度
額
）

100％
90％
80％

収
入
減
少

 支払率（９割を上限として選択）

（
保
険
方
式
の
補
償
限
度
額
）

加入者の
声
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生活安全部生活安全企画課
安全・安心まちづくり推進室

枡谷  康治 室長
ますたに こうじ

貴
重
品
は
車
内
に
置
か
な
い
で
！

農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
農
場
を
「
食
品
の
生
産
段

階
」
と
し
て
一
つ
一
つ
の
工
程
や
作
業
に
つ
い
て
の

危
害
要
因
の
分
析
か
ら
管
理
点
を
確
立
し
た
上
で

し
っ
か
り
と
管
理
を
行
い
、
科
学
的
・
客
観
的
デ
ー

タ
に
よ
り
農
場
に
対
す
る
「
安
全
な
畜
産
物
を
提
供
し

て
い
る
と
い
う
安
心
（
＝
信
頼
）」
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
す
。
大
分
県
の

認
証
農
場
は
７
農
場
（
肉
用
牛
１
・
乳
用
牛
１
・
豚
３
・

採
卵
鶏
２
）
あ
り
、
さ
ら
に
10
件
近
く
の
農
場
が
認
証

に
向
け
て
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
生
産
性
の
向
上
、

信
頼
性
の
確
保
、
衛
生
意
識
の
改
善
な
ど
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
多
く
、
最
終
的
に
は
商
品
の

付
加
価
値
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
取
得
ま
で
は
最
低
で
も
２
年

程
度
が
必
要
で
す
が
、
農
場
単
独
で
取
組
む
の
で
は
な

く
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
チ
ー
ム
を
編
成
し
ま
す
。
そ
の
メ
ン

バ
ー
は
責
任
者
を
中
心
と
し
た
農
場
従
業
員
を
始
め
、

家
畜
保
健
衛
生
所
、
県
地
域
農
業
振
興
課
、
振
興
局
、

畜
産
協
会
、
農
場
担
当
獣
医
師
、
飼
料
会
社
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
等
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
毎
月
１
回
程
度
の
農
場
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進
会
議
の
開
催
等
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
指
導
員

と
共
に
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
観
点
か
ら
農

場
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
ま
す
が
、
実
行
す
る
農
場
の

皆
さ
ん
の
努
力
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。
慣
れ
な
い
文

書
作
成
や
記
録
、
改
善
策
の
実
行
等
大
変
な
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
つ
ず
つ
着
実
に
行
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

事
業
部
資
産
共
済
課　

獣
医
師　

伊
藤
由
布
子

令
和
２
年
加
入
申
込
受
付
中

ー
申
込
手
続
き
期
間
は
11
月
末
ま
で
ー

大分市
油井克己さん（64）
〈経営品目〉
イチゴ（ベリーツ）：37a
その他、露地・ハウス野菜など

収
入
保
険

収
入
保
険
の

お
さ
ら
い

● 

ほ
ぼ
全
て
の
農
産
物
を
対
象
に

● 

幅
広
い
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー

● 

農
業
者
ご
と
の
実
績
で
保
険
設
計

収
入
保
険
は
農
業
の
生
命
保
険

大
分
市
で
イ
チ
ゴ
を
主
力
に
、
多
品

目
の
野
菜
も
栽
培
し
て
お
り
、
イ
チ
ゴ

は
収
益
の
約
半
分
を
占
め
ま
す
。

収
入
保
険
に
加
入
し
た
理
由
は
、
ま

ず
「
補
償
が
あ
る
」
か
ら
で
す
。
イ
チ

ゴ
に
は
こ
れ
ま
で
野
菜
価
格
安
定
制
度

な
ど
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
無

か
っ
た
の
で
、
全
て
の
品
目
が
対
象
と

な
る
収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
。

現
在
、
妻
と
周
年
雇
用
の
従
業
員

４
名
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

イ
チ
ゴ
農
家
に
と
っ
て
一
番
の
リ
ス

ク
は
「
人
の
リ
ス
ク
」
で
す
。
人
手

が
必
要
な
作
物
で
す
の
で
、
ケ
ガ
や

病
気
で
作
業
が
で
き
な
い
時
の
収
入

減
少
も
補
償
の
対
象
に
な
る
と
こ
ろ

が
良
い
で
す
ね
。

人
間
誰
し
も
万
が
一
の
た
め
に
生
命

保
険
に
入
っ
て
い
ま
す
。
農
業
に
も
そ

う
い
っ
た
保
険
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
最
大
で
基
準
収
入
の
９
割
を

下
回
っ
た
額
の
９
割
が
補
償
さ
れ
る
と

い
う
の
も
大
き
い
で
す
。

掛
捨
て
部
分
の
保
険
料
は
経
費
と
し

て
計
上
で
き
ま
す
し
、
積
立
金
の
額
は

最
初
は
大
き
な
負
担
で
す
が
、
万
が
一

の
た
め
の
貯
金
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

手
続
き
も
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
職
員
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

自
ら
生
産
し
た
農
産
物
販
売
収
入
を
対
象

に
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
に
加
え
、
価

格
低
下
や
、
ケ
ガ
や
病
気
で
収
穫
が
で
き
な
い

場
合
な
ど
、
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら

れ
な
い
収
入
減
少
を
幅
広
く
カ
バ
ー
し
ま
す
。

農
家
個
々
の
最
大
で
過
去
５
年
間
の
農
産
物

販
売
収
入
の
平
均
を
基
に
、「
基
準
収
入
」
を
設

定
し
ま
す
。
条
件
に
よ
り
規
模
拡
大
や
収
入
上
昇

傾
向
も
考
慮
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

青
色
申
告
（
簡
易
な
方
式
を
含
む
）
を
実
施

し
て
い
る
農
業
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
５
年

以
上
の
実
績
を
基
本
と
し
、
５
年
未
満
の
場
合

は
、
年
数
に
応
じ
て
補
償
割
合
の
上
限
が
制
限

さ
れ
ま
す
。

当
年（
保
険
期
間
）の
農
産
物
販
売
収
入
が「
基

準
収
入
」
の
９
割
（
補
償
限
度
額
）
を
下
回
っ

た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割
（
支
払
率
）

を
補
て
ん
し
ま
す
。

補
償
限
度
額
は
、
必
須
加
入
で
あ
る
「
保
険

方
式
」
や
、
任
意
の
「
積
立
方
式
」
の
選
択
に

よ
り
変
わ
り
ま
す
。
令
和
２
年
か
ら
は
保
険
料

を
低
く
抑
え
る
補
償
の
下
限
設
定
も
可
能
に
な

り
ま
す
。

ナ
ラ
シ
対
策
や
農
業
共
済
制
度
、
野
菜
価

格
安
定
制
度
（
価
格
下
落
を
補
て
ん
す
る
事

業
）
と
い
っ
た
類
似
制
度
と
重
複
加
入
は
で

き
ま
せ
ん
。

Ｑ 

収
入
保
険
と
は
？

Ｑ 

保
険
の
し
く
み
は
？

Ｑ 

加
入
条
件
は
？

Ｑ 

補
償
内
容
は
？
（
左
図
参
照
）

Ｑ 

類
似
制
度
と
の
関
係
は
？

基準収入

保険期間の収入

積立方式で補てん
自己責任部分

保険方式で補てん

農業者ごとの
過去５年間の収入

過去５年間の平均収入
（５中５を基本）

※青色申告実績が５年以上あり、補償限度９割（保険方式＋積立方式）を選択した場合

（
保
険
方
式
＋
積
立
方
式
の
補
償
限
度
額
）

100％
90％
80％

収
入
減
少

 支払率（９割を上限として選択）

（
保
険
方
式
の
補
償
限
度
額
）

加入者の
声
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毎
年
冬
に
流
行
す
る
感
染
性
胃
腸
炎
の
主
な
原
因
と
な
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強
い
の
が
特
徴
で
、
感
染
す
る
と
激
し
い

お
う
吐
や
下
痢
を
起
こ
し
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
を
知
り
、
ふ

だ
ん
か
ら
感
染
予
防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路

● 

人
か
ら
人
へ
の
感
染

・
感
染
者
の
便
や
吐
い
た
も
の
か
ら
人
の

手
な
ど
を
介
し
て
感
染

・
感
染
者
が
使
っ
た
ト
イ
レ
や
洗
面
所
、

ド
ア
ノ
ブ
、
食
器
な
ど
か
ら
感
染

● 

食
べ
物
を
介
し
た
感
染

・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
を
生
や
不
十
分
な
加
熱
の
ま
ま
食

べ
る
こ
と
で
感
染

・
感
染
者
が
調
理
な
ど
を
し
て
汚
染
さ
れ
た
食
品
を
食
べ
る
こ
と
で
感
染

感
染
予
防
対
策

● 

ふ
だ
ん
の
感
染
予
防
対
策

・
基
本
は
、
せ
っ
け
ん
と
流
水
で
の
こ
ま
め
な
手
洗
い
で
す
。
特
に
、

調
理
や
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
・
お
む
つ
交
換
、
汚
物
の
処
理
の
後
に
は
、

念
入
り
に
手
洗
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
せ
っ
け

ん
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
で
殺
菌
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

と
に
か
く
せ
っ
け
ん
で
丹
念
に
手
洗
い
を
し
て
、
洗
い
流
す
こ
と
が

重
要
で
す
。

・
か
き
な
ど
の
二
枚
貝
は
生
や
不
十
分
な
加
熱
状
態
で
食
べ
る
と
、
感
染

す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た
め
、
中
心
部
ま
で
十
分
加
熱
調
理
（
85
〜
90

度
で
90
秒
以
上
）
し
ま
し
ょ
う
。

・
調
理
器
具
は
使
用
後
す
ぐ
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
熱
湯
（
85
度
以
上
）
で

１
分
以
上
の
加
熱
消
毒
が
有
効
で
す
。

● 

感
染
者
が
出
た
場
合
の
感
染
予
防
対
策

感
染
者
の
便
や
吐
物
を
間
違
っ
た
方
法
で
処
理
す
る
と
、
処
理
に
携

わ
っ
た
人
に
二
次
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
感
染
に
注
意
し
な
が

ら
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
便
や
吐
物

の
処
理
を
す
る
と
き
は
、
部
屋
を
十
分
に
換
気
し
、
素
手
で
触
ら
ず
使

い
捨
て
の
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
や
マ
ス
ク
を
つ
け
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど

で
取
り
除
き
、
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
汚
れ
た
場
所

を
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
覆
い
、
そ
の
上
か
ら
50
〜

100
倍
に
薄
め
た

市
販
の
塩
素
系
漂
白
剤
を
浸
る
よ
う
に
注
ぎ
、
汚
れ
を
静
か
に
拭
き
取

り
ま
す
。

掃
除
や
消
毒
が
終
わ
っ
た
ら
、
手
袋
や
マ
ス
ク
、
掃
除
に
使
っ
た
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
は
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
ゴ
ミ
が
浸
る
程
度
に
塩
素
系
漂

白
剤
を
注
ぎ
、
密
封
し
て
燃
え
る
ゴ
ミ
に
出
し
ま
す
。

症
状

感
染
す
る
と
1
〜
2
日
で
発
症
し
ま
す
。
増
殖
し
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
体

外
に
排
出
し
よ
う
と
し
て
強
い
吐
き
気
や
お
う
吐
、
下
痢
が
起
こ
り
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
1
〜
2
日
続
い
た
後
、
自
然
に
回
復
し

ま
す
が
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
の
抵
抗
力
が
弱
い
人
は
、
症
状
が
長
引
き
、

そ
の
結
果
、
体
内
の
水
分
が
失
わ
れ
脱
水
症
状
な
ど
で
入
院
が
必
要
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
で
体
力
の
あ
る
人
は
、
感
染
し
て
も
発
症
し
な
い
場
合
や

風
邪
の
よ
う
な
症
状
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
便
に
は
発
症
者
と

同
じ
ほ
ど
の
ウ
イ
ル
ス
が
潜
ん
で
い
る
た
め
、
二
次
感
染
の
予
防
対
策
が

必
要
で
す
。

保健師さんの
健康アドバイス ノロウイルスにご注意を

頼りになります共済部長さん頼りになります共済部長さん

水
稲
共
済
の
必
要
性
を

日
田
市
天
瀬
町
五
馬
の
栃
井
地
区
で
、
共
済

部
長
と
損
害
評
価
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
私
自

身
は
水
稲
を
40
ア
ー
ル
栽
培
し
て
い
ま
す
。

私
の
地
域
で
も
高
齢
者
が
多
く
、
後
継
者
不

足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
荒
地
に
な
ら
な
い
よ

う
、
地
域
の
方
と
協
力
し
て
土
地
を
守
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
制
度
が
改
正
と
な
り
、
今
年

産
か
ら
水
稲
共
済
の
加
入
が
任
意
に
な
り
ま
し

た
が
、
私
の
い
る
地
域
は
台
風
な
ど
で
の
風
の

影
響
を
受
け
や
す
い
土
地
で
す
。
万
が
一
の
時

の
為
に
も
水
稲
共
済
へ
の
加
入
は
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
や
、
現
在
水
稲
共
済
に
加
入
し

て
い
る
方
々
に
も
、
水
稲
共
済
の
必
要
性
を
説

き
、
積
極
的
に
普
及
・
推
進
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
損
害
評
価
員
も
務
め
て
い
る
の
で
、

加
入
者
の
信
頼
に
繫
が
る
よ
う
、
適
正
な
損
害

評
価
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

共
済
部
長
・
評
価
員
を
務
め
て
４
年
目
に
な
り

ま
す
。
私
の
地
区
は
国
東
町
の
平
野
部
に
あ
り
、

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
や
病
害
な

ど
、
水
稲
を
作
る
に
あ
た
り
苦
労
す
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
家
族
や
農
家
仲
間
と
籾
ま
き
や
収
穫

を
協
力
し
合
い
な
が
ら
水
稲
を
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル

耕
作
し
て
い
ま
す
。

作
業
効
率
が
上
が
る
よ
う
に
仲
間
た
ち
と
冗
談

を
言
い
合
い
な
が
ら
情
報
交
換
を
密
に
し
、
ゆ
く

ゆ
く
は
除
草
剤
を
ド
ロ
ー
ン
で
散
布
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
導
入
コ
ス
ト
が
気
が
か
り
で

す
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
市
の
助
成
が
で
き
て
く
れ
れ

ば
助
か
り
ま
す
。

今
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
収
入
保
険
の
加
入
要
件

が
青
色
申
告
者
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
青
色

申
告
に
変
更
し
加
入
す
る
予
定
で
す
。
水
稲
共
済

で
は
補
償
で
き
な
か
っ
た
事
故
な
ど
が
対
象
に
な

り
、
個
人
の
過
去
の
実
績
で
補
償
が
受
け
ら
れ
る

点
が
魅
力
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
地
元
の
人
の
た
め
に
、
正
し
い
制

度
の
普
及
や
農
家
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
お
知
ら
せ
を

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
方
々
と
協
力
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
協
力
を

東部支所（国東市国東町富来（柳））

堀本 久信さん（68） 担当戸数６戸
ほりもと ひさのぶ

中西部支所（日田市天瀬町）

吉野 直人さん（72） 担当戸数13戸
よしの なおと
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日田市医師会立 日田検診センター
保健師　渡辺　綾子

毎
年
冬
に
流
行
す
る
感
染
性
胃
腸
炎
の
主
な
原
因
と
な
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強
い
の
が
特
徴
で
、
感
染
す
る
と
激
し
い

お
う
吐
や
下
痢
を
起
こ
し
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
を
知
り
、
ふ

だ
ん
か
ら
感
染
予
防
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路

● 
人
か
ら
人
へ
の
感
染

・
感
染
者
の
便
や
吐
い
た
も
の
か
ら
人
の

手
な
ど
を
介
し
て
感
染

・
感
染
者
が
使
っ
た
ト
イ
レ
や
洗
面
所
、

ド
ア
ノ
ブ
、
食
器
な
ど
か
ら
感
染

● 

食
べ
物
を
介
し
た
感
染

・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
を
生
や
不
十
分
な
加
熱
の
ま
ま
食

べ
る
こ
と
で
感
染

・
感
染
者
が
調
理
な
ど
を
し
て
汚
染
さ
れ
た
食
品
を
食
べ
る
こ
と
で
感
染

感
染
予
防
対
策

● 

ふ
だ
ん
の
感
染
予
防
対
策

・
基
本
は
、
せ
っ
け
ん
と
流
水
で
の
こ
ま
め
な
手
洗
い
で
す
。
特
に
、

調
理
や
食
事
の
前
、
ト
イ
レ
・
お
む
つ
交
換
、
汚
物
の
処
理
の
後
に
は
、

念
入
り
に
手
洗
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
せ
っ
け

ん
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
で
殺
菌
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

と
に
か
く
せ
っ
け
ん
で
丹
念
に
手
洗
い
を
し
て
、
洗
い
流
す
こ
と
が

重
要
で
す
。

・
か
き
な
ど
の
二
枚
貝
は
生
や
不
十
分
な
加
熱
状
態
で
食
べ
る
と
、
感
染

す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た
め
、
中
心
部
ま
で
十
分
加
熱
調
理
（
85
〜
90

度
で
90
秒
以
上
）
し
ま
し
ょ
う
。

・
調
理
器
具
は
使
用
後
す
ぐ
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
熱
湯
（
85
度
以
上
）
で

１
分
以
上
の
加
熱
消
毒
が
有
効
で
す
。

● 

感
染
者
が
出
た
場
合
の
感
染
予
防
対
策

感
染
者
の
便
や
吐
物
を
間
違
っ
た
方
法
で
処
理
す
る
と
、
処
理
に
携

わ
っ
た
人
に
二
次
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
感
染
に
注
意
し
な
が

ら
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
便
や
吐
物

の
処
理
を
す
る
と
き
は
、
部
屋
を
十
分
に
換
気
し
、
素
手
で
触
ら
ず
使

い
捨
て
の
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
や
マ
ス
ク
を
つ
け
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど

で
取
り
除
き
、
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
汚
れ
た
場
所

を
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
覆
い
、
そ
の
上
か
ら
50
〜

100
倍
に
薄
め
た

市
販
の
塩
素
系
漂
白
剤
を
浸
る
よ
う
に
注
ぎ
、
汚
れ
を
静
か
に
拭
き
取

り
ま
す
。

掃
除
や
消
毒
が
終
わ
っ
た
ら
、
手
袋
や
マ
ス
ク
、
掃
除
に
使
っ
た
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
は
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
ゴ
ミ
が
浸
る
程
度
に
塩
素
系
漂

白
剤
を
注
ぎ
、
密
封
し
て
燃
え
る
ゴ
ミ
に
出
し
ま
す
。

症
状

感
染
す
る
と
1
〜
2
日
で
発
症
し
ま
す
。
増
殖
し
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
体

外
に
排
出
し
よ
う
と
し
て
強
い
吐
き
気
や
お
う
吐
、
下
痢
が
起
こ
り
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
1
〜
2
日
続
い
た
後
、
自
然
に
回
復
し

ま
す
が
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
の
抵
抗
力
が
弱
い
人
は
、
症
状
が
長
引
き
、

そ
の
結
果
、
体
内
の
水
分
が
失
わ
れ
脱
水
症
状
な
ど
で
入
院
が
必
要
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
で
体
力
の
あ
る
人
は
、
感
染
し
て
も
発
症
し
な
い
場
合
や

風
邪
の
よ
う
な
症
状
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
便
に
は
発
症
者
と

同
じ
ほ
ど
の
ウ
イ
ル
ス
が
潜
ん
で
い
る
た
め
、
二
次
感
染
の
予
防
対
策
が

必
要
で
す
。

保健師さんの
健康アドバイス ノロウイルスにご注意を

頼りになります共済部長さん頼りになります共済部長さん

水
稲
共
済
の
必
要
性
を

日
田
市
天
瀬
町
五
馬
の
栃
井
地
区
で
、
共
済

部
長
と
損
害
評
価
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
私
自

身
は
水
稲
を
40
ア
ー
ル
栽
培
し
て
い
ま
す
。

私
の
地
域
で
も
高
齢
者
が
多
く
、
後
継
者
不

足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
が
増
え
、
荒
地
に
な
ら
な
い
よ

う
、
地
域
の
方
と
協
力
し
て
土
地
を
守
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
制
度
が
改
正
と
な
り
、
今
年

産
か
ら
水
稲
共
済
の
加
入
が
任
意
に
な
り
ま
し

た
が
、
私
の
い
る
地
域
は
台
風
な
ど
で
の
風
の

影
響
を
受
け
や
す
い
土
地
で
す
。
万
が
一
の
時

の
為
に
も
水
稲
共
済
へ
の
加
入
は
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
や
、
現
在
水
稲
共
済
に
加
入
し

て
い
る
方
々
に
も
、
水
稲
共
済
の
必
要
性
を
説

き
、
積
極
的
に
普
及
・
推
進
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
損
害
評
価
員
も
務
め
て
い
る
の
で
、

加
入
者
の
信
頼
に
繫
が
る
よ
う
、
適
正
な
損
害

評
価
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

共
済
部
長
・
評
価
員
を
務
め
て
４
年
目
に
な
り

ま
す
。
私
の
地
区
は
国
東
町
の
平
野
部
に
あ
り
、

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
や
病
害
な

ど
、
水
稲
を
作
る
に
あ
た
り
苦
労
す
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
家
族
や
農
家
仲
間
と
籾
ま
き
や
収
穫

を
協
力
し
合
い
な
が
ら
水
稲
を
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル

耕
作
し
て
い
ま
す
。

作
業
効
率
が
上
が
る
よ
う
に
仲
間
た
ち
と
冗
談

を
言
い
合
い
な
が
ら
情
報
交
換
を
密
に
し
、
ゆ
く

ゆ
く
は
除
草
剤
を
ド
ロ
ー
ン
で
散
布
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
導
入
コ
ス
ト
が
気
が
か
り
で

す
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
市
の
助
成
が
で
き
て
く
れ
れ

ば
助
か
り
ま
す
。

今
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
収
入
保
険
の
加
入
要
件

が
青
色
申
告
者
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
青
色

申
告
に
変
更
し
加
入
す
る
予
定
で
す
。
水
稲
共
済

で
は
補
償
で
き
な
か
っ
た
事
故
な
ど
が
対
象
に
な

り
、
個
人
の
過
去
の
実
績
で
補
償
が
受
け
ら
れ
る

点
が
魅
力
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
も
地
元
の
人
の
た
め
に
、
正
し
い
制

度
の
普
及
や
農
家
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
お
知
ら
せ
を

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
方
々
と
協
力
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
協
力
を

東部支所（国東市国東町富来（柳））

堀本 久信さん（68） 担当戸数６戸
ほりもと ひさのぶ

中西部支所（日田市天瀬町）

吉野 直人さん（72） 担当戸数13戸
よしの なおと
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みなと保育園
●

●
大分バス㈱

九州電力㈱  ●

マックス
バリュ
●

佐伯駅

217

217

麺処  聖 ～hijiri～

日豊本線

中
川

菊
水
旅
館
は
、
地
元
宇
佐
の
食
材
や
大
分
の

特
産
品
を
使
っ
た
料
理
が
自
慢
の
旅
館
で
す
。

一
番
人
気
の
「
ね
ぎ
し
ゃ
ぶ
」
は
、
地
元
産

の
味
一
ね
ぎ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
、
女
将
が

考
案
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
歯

ご
た
え
と
甘
み
が
広
が
り
、
院
内
産
の
ゆ
ず
ポ

ン
酢
を
つ
け
る
と
更
に
引
き
立
ち
ま
す
。

宇
佐
で
水
揚
げ
さ
れ
る
豊
前
海
ハ
モ
と
豊
後

牛
も
い
た
だ
け
る
豪
華
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

最
後
の
シ
メ
は
長
洲
特
産
の
う
ど
ん
。
時
期

に
よ
っ
て
は
地
元
の
ワ
タ
リ
ガ
ニ
も
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ
た
「
ね
ぎ
し
ゃ
ぶ
」

は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

一
躍
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
食
事
の
み
の
利
用

も
で
き
ま
す
よ
。

絶
品
の
地
産
メ
ニ
ュ
ー

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
麺
が
お
ス
ス
メ

NOSAI職員オススメSPOT

チャーシュー
メン（並）
 900円

北部支所

　川谷 正一かわたに まさかず

ねぎの
美味しさが
爆発！

ねぎの
美味しさが
爆発！

麺
処
「
聖
」
は
、
大
将
の
原
田
さ
ん
が
佐
伯

市
の
「
藤
原
来
々
軒
」
で
５
年
間
修
行
し
た
の

ち
独
立
し
た
ラ
ー
メ
ン
店
で
す
。

店
一
番
の
売
り
は
「
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
麺
」。

大
将
が
毎
日
仕
込
ん
だ
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
が
麺
を

覆
い
隠
す
ほ
ど
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
。
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
は
販
売
も
し
て
お
り
、
お
土
産
に
買
っ

て
帰
る
お
客
さ
ん
も
多
い
で
す
。

ス
ー
プ
は
あ
っ
さ
り
過
ぎ
ず
、
こ
っ
て
り

過
ぎ
ず
、
に
ん
に
く
と
胡
椒
が
ほ
ど
よ
く
効

い
た
醤
油
豚
骨
。
柔
め
の
中
太
麺
と
相
性
抜

群
で
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
も
や
し
が
ア
ク
セ

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
将
の
「
一
杯
の

ラ
ー
メ
ン
で
み
ん
な
の
心
を
元
気
に
し
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
お
ス

ス
メ
の
一
杯
で
す
よ
。

宇佐市法鏡寺95‐４
☎0978-32-0442
営業日／不定休
　　　　※要予約
営業時間／ 予約時に相談

宇佐市法鏡寺95‐４
☎0978-32-0442
営業日／不定休
　　　　※要予約
営業時間／ 予約時に相談

●
ケーズデンキ

10

387

658

菊水旅館

●
ハイパーモールメルクス宇佐

●
宇佐文化会館ウサノピア

宇佐市
法鏡寺

法鏡寺北

め
ん
ど
こ
ろ 

ひ
じ
り

宇
佐
の
美
味
し
い
を
堪
能

   

菊
水
旅
館

佐
伯
ラ
ー
メ
ン

 

麺
処 

聖
～hijiri

～

佐伯市駅前２-７-10 かくすいビル１階
☎0972-22-1850
定休日／毎週月曜日、第３日曜日
営業時間／11：00～14：30
　　　　　17：00～20：15

佐伯市駅前２-７-10 かくすいビル１階
☎0972-22-1850
定休日／毎週月曜日、第３日曜日
営業時間／11：00～14：30
　　　　　17：00～20：15

南部支所

　矢野 貴士や　の　　たか  お

飯
田
高
原
の
あ
る
玖
珠
郡
九
重
町
で
農

業
を
営
む
飯
田
康
人
さ
ん
は
、
高
校
卒
業

後
、
直
ぐ
に
父
親
の
元
に
就
農
し
、
現
在

は
パ
セ
リ
40
ア
ー
ル
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
90

ア
ー
ル
、
フ
リ
ル
レ
タ
ス
15
ア
ー
ル
、
セ

ル
フ
ィ
ー
ユ
13
ア
ー
ル
な
ど
、多
品
目
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
て
、

農
業
用
ハ
ウ
ス
が
立
ち
並
ぶ
す
ぐ
側
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
（
鉄
山

キ
ャ
ン
プ
場
）
も
経
営
し
て
い
る
。

飯
田
さ
ん
の
畑
が
あ
る
場
所
は
、く
じ
ゅ
う
連
山
の
麓
に
あ
り
、

台
風
に
よ
る
強
風
や
突
風
、
冬
は
豪
雪
な
ど
自
然
災
害
の
影
響
を

受
け
や
す
い
と
い
う
。

「
今
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
」
と
飯
田
さ
ん
。
ま

た
、「
大
切
な
野
菜
を
生
み
出
す
ハ
ウ
ス
施
設
を
守
る
た
め
、
園
芸

施
設
共
済
へ
の
加
入
も
必
須
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

収
入
保
険
と
園
芸
施
設
の
二
重
の
安
心
を
得
て
、
今
後
も
、
息

子
さ
ん
と
一
緒
に
安
定
し
た
経
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
意
気

込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Q問題

今月の
表紙

スマホ
からも

応募で
きます

！

kirari@nosai-oita.jp

E メールのお送り先

ハガキのお送り先

〒870-0822
大分市大道町3丁目1番1号
大分県農業共済組合広報係

NOSAIの建物共済で、30万円までの損害を満額
で補償する特約の名前はなんでしょうか？（漢
字とひらがなで記載してください）

ハガキまたはＥメールに下記の①～⑤を記入いただき
お申し込みください。当選者は発送をもって発表にかえ
させていただきます。
①クイズの答え
②感想や１番よかった記事、NOSAIへの質問や要望
③郵便番号、住所
④氏名、年齢
⑤電話番号

応募締め切り 2019年12月29日㈰（消印有効）

第27号（７月号）クイズ　正解は「スクミリンゴガイ」
第28号（８月号）クイズ　正解は「園芸施設共済」
正解者の中から抽選で５名（７月号）・６名（８月号）の方に
プレゼントをお贈りしました。

ヒント：９ページを見てね！

本人　飯田　康人　さん （62）

長男　飯田　　三　さん （32）

いいだ やすと

いいだ ゆうぞう

「□□□□□□□□特約」

「ベリーツ」は2017年に新たに誕生した大分県のオ
リジナル品種です。名前の由来は「ストロベリー」と

「スイーツ」から付けられ、他品種に比べ赤色が濃く、
高い糖度が特徴です。

佐伯いちごの特徴は、温暖な気候を活かし、太陽の
光をいっぱい浴びているので、色が濃く艶のあるいち
ごが育ちます。丹精込めて育てた、高品質で安全・安心
な佐伯いちごをぜひご賞味ください。

佐伯市 
JAおおいた南部事業部佐伯苺生産部会

大分県オリジナル品種
「ベリーツ大玉２パック」

大分県農業協同組合南部事業部
佐伯事務所佐伯営農センター園芸課

抽選で５名様に

プレゼント！

鉄山キャンプ場

玖珠郡九重町田野 2553-1　☎0973-79-3102

《玖珠郡九重町　飯田さんファミリー》
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みなと保育園
●

●
大分バス㈱

九州電力㈱  ●

マックス
バリュ
●

佐伯駅

217

217

麺処  聖 ～hijiri～

日豊本線

中
川

菊
水
旅
館
は
、
地
元
宇
佐
の
食
材
や
大
分
の

特
産
品
を
使
っ
た
料
理
が
自
慢
の
旅
館
で
す
。

一
番
人
気
の
「
ね
ぎ
し
ゃ
ぶ
」
は
、
地
元
産

の
味
一
ね
ぎ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
、
女
将
が

考
案
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
歯

ご
た
え
と
甘
み
が
広
が
り
、
院
内
産
の
ゆ
ず
ポ

ン
酢
を
つ
け
る
と
更
に
引
き
立
ち
ま
す
。

宇
佐
で
水
揚
げ
さ
れ
る
豊
前
海
ハ
モ
と
豊
後

牛
も
い
た
だ
け
る
豪
華
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

最
後
の
シ
メ
は
長
洲
特
産
の
う
ど
ん
。
時
期

に
よ
っ
て
は
地
元
の
ワ
タ
リ
ガ
ニ
も
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ
た
「
ね
ぎ
し
ゃ
ぶ
」

は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

一
躍
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
食
事
の
み
の
利
用

も
で
き
ま
す
よ
。

絶
品
の
地
産
メ
ニ
ュ
ー

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
麺
が
お
ス
ス
メ

NOSAI職員オススメSPOT

チャーシュー
メン（並）
 900円

北部支所

　川谷 正一かわたに まさかず

ねぎの
美味しさが
爆発！

ねぎの
美味しさが
爆発！

麺
処
「
聖
」
は
、
大
将
の
原
田
さ
ん
が
佐
伯

市
の
「
藤
原
来
々
軒
」
で
５
年
間
修
行
し
た
の

ち
独
立
し
た
ラ
ー
メ
ン
店
で
す
。

店
一
番
の
売
り
は
「
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
麺
」。

大
将
が
毎
日
仕
込
ん
だ
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
が
麺
を

覆
い
隠
す
ほ
ど
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
。
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
は
販
売
も
し
て
お
り
、
お
土
産
に
買
っ

て
帰
る
お
客
さ
ん
も
多
い
で
す
。

ス
ー
プ
は
あ
っ
さ
り
過
ぎ
ず
、
こ
っ
て
り

過
ぎ
ず
、
に
ん
に
く
と
胡
椒
が
ほ
ど
よ
く
効

い
た
醤
油
豚
骨
。
柔
め
の
中
太
麺
と
相
性
抜

群
で
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
も
や
し
が
ア
ク
セ

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
将
の
「
一
杯
の

ラ
ー
メ
ン
で
み
ん
な
の
心
を
元
気
に
し
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
お
ス

ス
メ
の
一
杯
で
す
よ
。

宇佐市法鏡寺95‐４
☎0978-32-0442
営業日／不定休
　　　　※要予約
営業時間／ 予約時に相談

宇佐市法鏡寺95‐４
☎0978-32-0442
営業日／不定休
　　　　※要予約
営業時間／ 予約時に相談

●
ケーズデンキ

10

387

658

菊水旅館

●
ハイパーモールメルクス宇佐

●
宇佐文化会館ウサノピア

宇佐市
法鏡寺

法鏡寺北

め
ん
ど
こ
ろ 

ひ
じ
り

宇
佐
の
美
味
し
い
を
堪
能

   

菊
水
旅
館

佐
伯
ラ
ー
メ
ン

 

麺
処 

聖
～hijiri

～

佐伯市駅前２-７-10 かくすいビル１階
☎0972-22-1850
定休日／毎週月曜日、第３日曜日
営業時間／11：00～14：30
　　　　　17：00～20：15

佐伯市駅前２-７-10 かくすいビル１階
☎0972-22-1850
定休日／毎週月曜日、第３日曜日
営業時間／11：00～14：30
　　　　　17：00～20：15

南部支所

　矢野 貴士や　の　　たか  お

飯
田
高
原
の
あ
る
玖
珠
郡
九
重
町
で
農

業
を
営
む
飯
田
康
人
さ
ん
は
、
高
校
卒
業

後
、
直
ぐ
に
父
親
の
元
に
就
農
し
、
現
在

は
パ
セ
リ
40
ア
ー
ル
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
90

ア
ー
ル
、
フ
リ
ル
レ
タ
ス
15
ア
ー
ル
、
セ

ル
フ
ィ
ー
ユ
13
ア
ー
ル
な
ど
、多
品
目
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
て
、

農
業
用
ハ
ウ
ス
が
立
ち
並
ぶ
す
ぐ
側
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
（
鉄
山

キ
ャ
ン
プ
場
）
も
経
営
し
て
い
る
。

飯
田
さ
ん
の
畑
が
あ
る
場
所
は
、く
じ
ゅ
う
連
山
の
麓
に
あ
り
、

台
風
に
よ
る
強
風
や
突
風
、
冬
は
豪
雪
な
ど
自
然
災
害
の
影
響
を

受
け
や
す
い
と
い
う
。

「
今
年
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
し
ま
し
た
」
と
飯
田
さ
ん
。
ま

た
、「
大
切
な
野
菜
を
生
み
出
す
ハ
ウ
ス
施
設
を
守
る
た
め
、
園
芸

施
設
共
済
へ
の
加
入
も
必
須
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

収
入
保
険
と
園
芸
施
設
の
二
重
の
安
心
を
得
て
、
今
後
も
、
息

子
さ
ん
と
一
緒
に
安
定
し
た
経
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
意
気

込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Q問題

今月の
表紙

スマホ
からも

応募で
きます

！

kirari@nosai-oita.jp

E メールのお送り先

ハガキのお送り先

〒870-0822
大分市大道町3丁目1番1号
大分県農業共済組合広報係

NOSAIの建物共済で、30万円までの損害を満額
で補償する特約の名前はなんでしょうか？（漢
字とひらがなで記載してください）

ハガキまたはＥメールに下記の①～⑤を記入いただき
お申し込みください。当選者は発送をもって発表にかえ
させていただきます。
①クイズの答え
②感想や１番よかった記事、NOSAIへの質問や要望
③郵便番号、住所
④氏名、年齢
⑤電話番号

応募締め切り 2019年12月29日㈰（消印有効）

第27号（７月号）クイズ　正解は「スクミリンゴガイ」
第28号（８月号）クイズ　正解は「園芸施設共済」
正解者の中から抽選で５名（７月号）・６名（８月号）の方に
プレゼントをお贈りしました。

ヒント：９ページを見てね！

本人　飯田　康人　さん （62）

長男　飯田　　三　さん （32）

いいだ やすと

いいだ ゆうぞう

「□□□□□□□□特約」

「ベリーツ」は2017年に新たに誕生した大分県のオ
リジナル品種です。名前の由来は「ストロベリー」と

「スイーツ」から付けられ、他品種に比べ赤色が濃く、
高い糖度が特徴です。

佐伯いちごの特徴は、温暖な気候を活かし、太陽の
光をいっぱい浴びているので、色が濃く艶のあるいち
ごが育ちます。丹精込めて育てた、高品質で安全・安心
な佐伯いちごをぜひご賞味ください。

佐伯市 
JAおおいた南部事業部佐伯苺生産部会

大分県オリジナル品種
「ベリーツ大玉２パック」

大分県農業協同組合南部事業部
佐伯事務所佐伯営農センター園芸課

抽選で５名様に

プレゼント！

鉄山キャンプ場

玖珠郡九重町田野 2553-1　☎0973-79-3102

《玖珠郡九重町　飯田さんファミリー》
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大分県農業共済組合
本所：〒870-0822
大分県大分市大道町３丁目１番１号
TEL.097-544-8110   FAX.097-544-8242

令和元年10月発行

hp@nosai-oita.jp

NOSAIおおいた広報紙
「きらり」第29号

印刷：小野高速印刷株式会社
〒870-0913 大分市松原町２-１-６
TEL.097-558-3444   URL https://www.ohp.co.jp/

ラグビーワールドカップから目が離せない。
筋骨隆々の男たちがぶつかり合う面白さに加
え、「紳士のスポーツ」と言われるように、試合終
了後は両陣が互いに健闘を称え、熱心なファン
も互いに尊敬の念を忘れないラグビーの精神
は、自国が勝っても負けても清々しい気持ちに
させてくれる。

試合終了を意味する「ノーサイド」という言葉
は、戦い終えたら同じ仲間だという精神に由来す
る。この精神こそ今の世の中に必要だと感じる。

「NOSAI」へのご意見・ご要望を
お寄せください

2019年

NOSAIおおいた広報紙「きらり」 11vol.29

①繁殖母牛200頭の飼育と水稲１ha、WCS９haを栽培
しています。

②健康ですくすく育った牛を見るのが嬉しいです。
③健康
④家族とショッピング。
⑤定期的に休みをとって、牛飼いをしていくこと。

①繁殖雌牛を28頭飼養しています。
②無事に元気な子牛が生まれてきた時はとても喜びを

感じます。また、そんな子牛が高値で売れた時もうれ
しいです。

③切磋琢磨
④海釣りです。
⑤繁殖雌牛50頭の飼養を目指しています。

①現在の仕事内容　②仕事での喜び　③好きな言葉　④休日の過ごし方　⑤将来の自分は？きらりわけえし

日田市石井町　黒川　達也さん（33）
くろかわ たつや

杵築市大田　長谷雄　一彦さん（37）
はせお かずひこ

ほっこり
大学いも
ほっこり
大学いも

秋の味覚秋の味覚

● 作り方
①一口大にさつまいもを切って水にさらしておいたものに片栗粉をつ

けて中火の油で揚げる。
②Ａの調味料を混ぜ合わせて、軽く沸騰させる。
③さつまいもが揚がったら油を切り②とからめる。
④黒ゴマをふったらできあがり。

● 材料（２人前）
 　さつまいも……… 300ｇ
　　 黒ゴマ …………… 少々

グラニュー糖 ……… 大さじ 3
みりん ……………… 大さじ 1
水………………… 大さじ 1.5
しょうゆ …………… 小さじ 1

農
業
経
営
相
談
所
を
活
用
し
よ
う

園
芸
施
設
共
済
の
集
団
加
入
割
引

建
物
共
済
の
お
す
す
め
特
約

収
入
保
険

　加
入
者
の
声

特集

つくってみちょくれ！

「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える
農業共済組合です

「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える
農業共済組合です

Ａ

今回、レシピを教えてくれたのは安心院町の中山ミヤ子さん。
秋の味覚であるさつまいもを使って、手早く簡単につくれる大学いも
を紹介してくれました。
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